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特定外来生物同定マニュアル

カミツキガメ

学名： Chelydra serpentina
英名： Snapping turtle (Snapper、 Common snapping turtle、
Common snapper)
和名：カミツキガメ
別名・流通名：カミツキガメ、コモンスナッパー、スナッパー

原産地と分布：カナダ、アメリカ合衆国、中米、南米北部 。

分類：カメ目カミツキガメ科

未判定外来生物：なし。

種類名証明書添付生物：ワニガメ。

特記事項 ：

形態的特徴：北米産の基亜種ホクベイカミツキガメで甲長約50cm、体重約34kgに達するが、他の亜種を含め35 cm を越

える個体は稀。甲は厚みがあり、幅広だが、その形には変異が大きい。背甲には３条のやや発達した隆条（キール）が

あり、後縁は鋸歯状。背甲は褐色ないしオリーブ色（若い個体はより暗色）で、甲板の継ぎ目付近がより暗色となり、黄

色や橙色、ないし黒色の筋状模様や放射状模様が入ることがある。腹甲は小型で、橋（腹甲と背甲をつなぐ部分）が横

方向に細長く伸びた十字型、幼体では暗色斑を持つことがあるが、成体では一様な黄色ないし黄褐色となる。頭部はか

なり大型で、鼻面（吻端）は短くほとんど突き出さない。上顎の先端は尖るか、ほぼ平坦で、ほとんど屈曲しない。四肢は

頑健でよく発達し、鋭い爪を備えている。尾は腹甲長に匹敵する長さ。尾の背面には骨質の大型鱗が１--３列になって並

ぶ。

背甲の３本の隆条（キール）は破線状で、
その前端や後端は縁甲板に達しない。

上顎の先端は尖るか、ほぼ平坦。
鼻面（吻端）はあまり突出せず、
眼窩から吻端までの距離は眼窩
径の１.５～２倍程度。

尾は長く頑健で、背側に１～３列の大型鱗がある。

腹甲は背甲に比べ小型で、
斑紋はない。橋（腹甲と背
甲をつなぐ部分）は横方向
に細長く、四肢の付け根の
皮膚が広く露出する。

2

特定外来生物同定マニュアル



特定外来生物同定マニュアル

グリーンアノール

学名： Anolis carolinensis
英名： Green Anole 
和名：グリーンアノール

別名・流通名：グリーンアノール・ミドリアノール・アメリカカ

メレオン

原産地と分布：アメリカ合衆国東南部（バージニア州からフ

ロリダ半島、テキサス州頭部まで）、バハマ諸島、グランド

ケイマン諸島、キューバ、メキシコに原産。グアム、ハワイ、

ベリーズ、日本（小笠原諸島父島・母島、沖縄島）などに移
入。

分類：トカゲ目イグアナ科

未判定外来生物：アノール属（Anolis属；Norops属を含む）の全種。

種類名証明書添付生物：なし。

特記事項 ：在来種に似たものはいない。アノール属には類似の種があるが、デュラップの色やたてがみ状の突起がない

ことなどで区別される。かつてはペット及びペット（爬虫類食性のヘビ類等）の餌として多数が輸入されていた。小笠原諸

島の父島と母島には高密度で生息し、沖縄島の一部でも定着している。これらの個体が意図的または非意図的に本州

などに持ち込まれる可能性もある。

形態的特徴：全長は平均12.5～20cm、最大23cm。尾は鼻先から肛門までの長さの２倍程度。頭は割に大きく、角張って

いててっぺんは平ら。頭部から背中にかけてたてがみ状の突起がない。雄はピンク色のデュラップ（喉にある扇状の袋）

を持ち、興奮すると広げる。デュラップにほとんど赤みがなく緑白色の個体もいる。また雌のデュラップは小さい。胴体は

背、腹とも細かい鱗に覆われる。前肢、後肢とも指が膨らんでおり、膨らみの裏側には細かい溝状の筋があって、これで

つるつるした葉などに止まることができる。体色は鮮やかな緑色のことが多いが、褐色や中間の色にもなる。目の周りが

アイシャドーを塗ったように青い。

グリーアノール全身

後足の裏側

デュラップを広げたところ
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特定外来生物同定マニュアル

ブラウンアノール

学名： Anolis sagrei
英名：Brown Anole 
和名：ブラウンアノール

別名・流通名：ブラウンアノール

原産地と分布：メキシコ、ベリーズ、グアテマラ、ホンジュラ

ス、キューバ、ジャマイカ、バハマ、グレナダに原産。アメリ

カ合衆国（フロリダ、ジョージア、テキサス、ルイジアナ、ハ
ワイの各州）や台湾などに移入。

分類：トカゲ目イグアナ科

未判定外来生物：アノール属（Anolis属；Norops属を含む）の全種。

種類名証明書添付生物：なし。

特記事項 ：在来種に似たものはいない。アノール属には類似の種があるが、デュラップの色などで区別される。かつては

ペット及びペット（爬虫類食性のヘビ類等）の餌として輸入されていた。グリーンアノールと異なり日本には定着していな
い。

形態的特徴：全長は平均13～20cm。尾は鼻先から肛門までの長さの２倍程度。頭は割に大きく、角張っていててっぺん

は平ら。成熟した雄には頭部から背中にかけてたてがみ状の突起が生じることがある。雄は鮮やかなオレンジ色のデュ

ラップ（喉にある扇状の袋）を持ち、興奮すると広げる。デュラップの縁が白っぽく縁取られることもある。胴体は、背、腹と

も細かい鱗に覆われる。前肢、後肢とも指が膨らんでおり、膨らみの裏側には細かい溝状の筋があって、これでつるつる

した葉などに止まることができる。体色は褐色で、緑色にはならない。雌の背面には濃褐色のジグザグ模様が出る。目

の後ろに、まつげのような黒い模様が出る。

ブラウンアノール全身

デュラップを広げたところ

後足の裏側
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特定外来生物同定マニュアル

ミナミオオガシラ

学名： Boiga irregularis
英名： Brown tree snake, Brown cat snake
和名：ミナミオオガシラ

別名・流通名：ミナミオオガシラ、ナンヨウオオガシラ
原産地と分布：オーストラリア北部、インド ネシア東部、

ニューギニア、ソロモン、およびその付近の島々に原産、
グアムなどに定着

形態的特徴：全長は平均1.5～2m、最大2.3m。胴体は高さよりも幅が狭く、腹面の両脇はわずかに角 張っている。頭部

は大きく、首からはっきりと区別できる。目も大きく、その直径は目 から上唇の縁までの距離の２倍くらい。瞳はネコの目

のように縦に長い。胴体の鱗はな めらかで、胴中央部で19～23列あり、背中の中心線上の鱗は両側の鱗よりも幅広く

縦長 の六角形を呈する。茶色の地にぼやけた暗色の斑紋があり、大きな体側部の斑紋と背中 側の斑紋が交互に並

ぶ。上顎骨の後方の１ないし２本の歯は大きく、溝を持ち、ここに 弱い毒液が分泌される。

分類：トカゲ目ナミヘビ科

未判定外来生物：オオガシラ（Boiga）属の全種。

種類名証明書添付生物：チャマダラ（Psammodynastes属）全種。

特記事項 ：在来のヘビではイワサキセダカヘビに最もよく似るが、セダカヘビには、のどの所の縦の溝がない。また頭部

と首の区別が明瞭ではない。

全体的に茶色で、ぼやけた
暗色の斑紋がある

目も大きく、その直径は目
から上唇の縁までの距離
の２倍くらい。瞳はネコの
目のように縦に長い

胴体の鱗はなめらかで、胴中央
部で19～23列。背中の中心線上

の鱗は両側の鱗よりも幅広く縦
長の六角形である

全体全体

頭部頭部

背中背中
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特定外来生物同定マニュアル

タイワンスジオ

学名： Elaphe taeniura friesei
英名： Taiwan beauty snake, Taiwan striped-tailed rat 
snake, Striped tailed racer 
和名：タイワンスジオ

別名・流通名：タイワンスジオ

原産地と分布：台湾。沖縄島に移入。

形態的特徴：全長は平均2.2m、最大2.7m。胴体の側面には、高い位置と低い位置に交互に黒い斑紋があり、高い位置

のものはしばしば背中を横断して左右の斑紋がつながる。これらの斑紋は後方に行くにつれ前後につながり、上下に広

がり、胴体後部から尾にかけては黒い帯となり、背中の中心線と側面下部に黄みがかった縦縞が残る。尾の腹面も黒く

中心線上のみ明るい色をしている。頭部は前後に細長く、目から後方に、黒くて太い縦縞が延びる。瞳は丸い。胴体の

腹面の両脇は角張っている。舌は黒く、左右が青く縁取られる。子ヘビの色彩も親に似ている。

分類：トカゲ目ナミヘビ科

未判定外来生物：スジオナメラ（Elaphe taeniura）全亜種（タイワ

ンスジオとサキシマスジオを除く）。

種類名証明書添付生物：ホウシャナメラ（Elaphe radiata） 。

特記事項 ：サキシマスジオは、全体的に茶色味が濃く、斑紋は淡くて黒くはならず、ぼやけている。舌は赤く縁取られる。

なお、学名として、Orthriophis taeniurus frieseiが使われることもある。

タイワンスジオ全身

タイワンスジオ顔
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特定外来生物同定マニュアル

タイワンハブ

学名： Protobothrops mucrosquamatus
(Trimeresurus mucrosquamatus)

英名： Taiwan habu, Turtle-designed snake, Checker-
backed pit viper, Pointed-scaled pit viper
和名：タイワンハブ

別名・流通名：タイワンハブ

原産地と分布：台湾、中国、ベトナム北部、ミャンマー、イ
ンド東部（アッサム）、バングラデシュ。沖縄島に移入。

形態的特徴：全長は平均70～100cm、最大121cm。細長い体型で、首は細く、頭部は長三角形で首から区別できる。目

の少し前にはピット器官と呼ばれるくぼみがある。淡褐色の地に、暗褐色の斑紋が、背中の中心にそって１列と、左右の

体側に１列ずつ並んでいる。背中の中央の斑紋の方が大きく、しばしば前後につながって、鎖状の模様になる。頭部の

背面には縁を残して暗色の部分があり、目から後方に向かっても、暗色の線が延びる。瞳はネコの目のように縦長。胴

体中央部の鱗は、大陸産では25列、台湾産では主に27列並んでいる。腹側の幅の広い鱗は、のどから総排出口までで、

194～233枚、尾の腹側の対になっている鱗は、総排出口の後ろから尾端の鱗までで70～100対ある。

分類：トカゲ目クサリヘビ科

未判定外来生物：ハブ属（Protobothrops属）の全種（日本産ハ

ブ属とタイワンハブを除く） 。

種類名証明書添付生物：ヤジリハブ属（Bothrops属）の全種 。

特記事項 ：サキシマハブは、タイワンハブに比べより太短い体型で、色彩の変異が大きい。典型的な個体はタイワンハ

ブによく似るが、しばしば斑紋が不明瞭で、赤みの強い個体がいる。腹側の幅の広い鱗は、182～192枚とタイワンハブよ

りも少ない。胴体中央部の鱗も、23～25列で、タイワンハブに比べやや少ない。
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アノリス・アングスティケプス 

学名： Anolis angusticeps 
英名： Cuban twig anole 
和名：アノリス・アングスティケプス 
別名・流通名：- 
原産地と分布：キューバ（フベントゥド島を含む）、バ

ハマ諸島。 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来の

生息地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：褐色のアノール。平均頭胴長はキューバ産のもので37.6mm、バハマ諸島のもので47.7mm。グリー
ンアノールやブラウンアノール（頭胴長50～70mm ）より小型である。他種のアノールに比べて短い四肢や短い尾
を持ち、体表には樹皮のような細かい模様がある。細い枝先に定位してあまり動かず、枝にカムフラージュする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノリス・アングスティケプス全身 

樹皮のような細
かい模様 

他種のアノールに比
べて短い四肢や短い
尾を持つ 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンアノ

ール及びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及びノ

ロプス属 （ Norops属）の全種。 
種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプス

属 （ Norops属）の全種。 

少し黄色味がかった
デュラップ 

特定外来生物同定マニュアル 
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アノリス・アルログス 

学名： Anolis allogus 
英名： Bueycito anole  
和名：アノリス・アルログス 
別名・流通名：- 
原産地と分布：キューバ島（サパタ半島を除く）  
 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来

の生息地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：暗褐色のアノール。平均頭胴長は雄54.8mm、雌で42.6mm。他種のアノールに比べて体サイズは

比較的小さい。後肢が長く、尾も長い。おもに樹幹から地上部を生息場所とし、木の幹や低木、地上付近の茂
みや岩の上などに定位していることが多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノリス・アルログス全身 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンア

ノール及びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及

びノロプス属 （ Norops属）の全種。 
種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプ

ス属 （ Norops属）の全種。 

デュラップは橙色が強い 

特定外来生物同定マニュアル 
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アノリス・アルタケウス 

学名： Anolis alutaceus 
英名： Blue-eyed grass-bush anole、Monte Verde Anole  
和名：アノリス・アルタケウス 
別名・流通名：- 
原産地と分布：キューバ（フベントゥド島を含む） 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来の生

息地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：体色は褐色で、淡褐色の背中線が入る。平均頭胴長は雄34.1mm、雌32.9mm。グリーンアノールやブ
ラウンアノール（頭胴長50～70mm ）より小型で、体型は細長く、後肢・尾ともに長い。体色には、多くの場合、同一個

体群内に２タイプがみられる（背中線が明瞭なタイプと不明瞭なタイプ）。おもに地上付近の低木や藪、草むらを生息
場所とする。低木や草本の枝や葉に定位することが多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノリス・アルタケウス全身 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンア

ノール及びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及

びノロプス属 （ Norops属）の全種。 
種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプ

ス属 （ Norops属）の全種。 

鮮やかな青色の眼 

薄茶色 

淡褐色の背中線 

四肢と尾が長い 

特定外来生物同定マニュアル 

10 



アノリス・ホモレキス 

学名： Anolis homolechis 
英名： Habana Anole、Cuban white-fanned anole  
和名：アノリス・ホモレキス 
別名・流通名：- 
原産地と分布：キューバ島、フベントゥ島、カナレ

オス諸島、サンフェリペ島 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来

の生息地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：暗褐色のアノール。平均頭胴長は雄53.8mm、雌で40.5mm。おもに樹幹から地上部を生息場所と

する。木の幹や低木、地上付近の茂みや岩の上などに定位していることが多い。日光浴をするが、地域によっ
てはほとんど直射日光が差さない林内に生息する場合がある。原産地であるキューバ島では低地から山岳帯
まで広く分布し、あらゆるタイプの森林や二次林、プランテーション等に生息している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンアノ

ール及びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及びノ

ロプス属 （ Norops属）の全種。 
種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプス

属 （ Norops属）の全種。 

デュラップは白い 

眼の縁が鮮やかな黄色 

特定外来生物同定マニュアル 
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